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山
浦
最
高
裁
判
事

「叫
び
聞
き
臨
む
」

就
任
会
見

１
日
付
で
弁
護
士
か
ら

最
高
裁
判
事
に
就
任
し
た

山
浦
善
樹
氏
（
６５
）
が
最
高

裁
で
就
任
の
記
者
会
見
を

開
き
、

「法
律
は
人
を
幸

せ
に
す
る
道
具
。
記
録
の

中
に
埋
も
れ
て
い
る
悲
鳴

や
叫
び
を
キ

ャ
ッ
チ
し
て

事
件
に
臨
み
た
い
」
と
抱

負
を
語

っ
た
。

大
卒
後
、
銀
行
勤
め
を

し
た
経
歴
を
持
ち
、
７‐
年

に
司
法
試
験
に
合
格
し
、

７４
年
に
弁
護
士
登
録
。
司

法
研
修
所
の
教
富
や
、
筑

波
大
な
ど
２
カ
所
の
法
科

大
学
院
教
授
を
歴
任
し
、

若
手
法
律
家
の
養
成
に
長

く
関
わ

っ
た
。

「市
民
と

国
と
の
間
で
持

っ
て
い
る

情
報
量
に
偏
り
が
あ
り
、

そ
れ
を
正
す
裁
判
手
続
き

を
理
想
と
し
た
い
」
と
述

べ
た
。
　

【
石
川
淳

一
】

記
者
会
見
す
る
山
浦
善
樹
最
高
裁
判
事
＝
東
京
都

千
代
田
区
の
最
高
裁
で
１
日


